

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1～2回選挙 2～3回選挙 3～4回選挙 4～5回選挙 平 地域平
ポーランド 34.3 21.3 51.1 35.6 25.5
チェコ 15.5 24.2 16.3 13.0 17.3
スロヴァキア 22.1 20.6 20.3 30.3 23.3
ハンガリー 26.8 31.6 19.1 25.8






オーストリア 28.5 23.7 17.7
フィンランド 15.7 13.5 9.7
ノルウェー 15.4 13.1 7.3
ギリシア 3.2 6.3 6.8
ベルギー 9.0 9.2 6.6
スイス 10.7 8.0 6.4
スウェーデン 8.4 8.0 5.5
デンマーク 7.3 5.9 5.1
スロヴァキア 3.3 4.1
イタリア 9.7 9.1 4.1
ポルトガル 4.3 5.1 4.0
チェコ 7.0 3.9
スペイン 1.2 2.1 3.4
アイルランド 5.0 4.9 3.1
ドイツ 4.5 3.9 2.9
オランダ 4.3 3.2 2.5
ハンガリー 2.1 2.2
イギリス 4.1 2.6 1.9
フランス 5.1 3.0 1.6
ポーランド 1.2
西欧平 8.5 7.6 5.5









オーストリア（1949,53,56) 11.7 3.6 5.6
フランス（1946,51,51) 3.7 6.0 21.3
西ドイツ（1953,57,61) 20.1 8.2 10.4
イタリア（1948,53,58) 25.3 10.5 4.0
平 15.2 7.1 10.3
「第三の波」
ギリシア（1977,81,85) 19.1 24.1 5.0
ポルトガル（1979,83,87) 11.0 2.7 25.7
スペイン（1979,82,87) 10.8 42.5 11.9
平 13.6 23.1 14.2
「第四の波」
チェコ（1992,96,98) 15.9 27.4 7.5
ハンガリー（1990,94,98) 23.7 22.7 31.5
ポーランド（1993,97) 33.8 46.8
スロヴァキア（1992,94,98) 20.6 25.5 11.2
(東中欧４ヶ国平 23.5 30.6 16.7)
ブルガリア（1991,94,97) 11.9 4.9 30.7
ルーマニア（1992,96) 22.1 6.1


























1950-59 1960-69 1970-80 1981-90 1991-99
オーストリア 4.7 4.5 3.4 5.4 11.5
ベルギー 8.2 8.7 4.8 8.4 9.3
デンマーク 5.0 8.4 17 10 11.3
フィンランド 4.1 6.6 7.1 9.3 9.4
フランス 21.0 10.5 12.2 15.3 13.3
ドイツ 14.1 7.1 4.2 6.1 6.4
アイスランド 8.9 5.2 9.3 7.0 9.4
アイルランド 10.1 6.9 3.6 9.0 6.6
イタリア 8.3 7.8 4.3 7.0 21.7
ルクセンブルク 7.4 10.2 13.6 11.3 5.3
オランダ 6.7 9.4 11.0 10.2 16.9
ノルウェー 5.1 5.2 18.8 9.7 14.4
スウェーデン 4.4 4.1 6.5 7.3 13.0
スイス 2.1 3.9 4.5 2.3 8.0
イギリス 3.3 5.1 6.8 7.4 5.8















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会民主党（CSSD) 70 30.2 13.8 1.11
市民民主党（ODS) 58 24.5 40.5 1.85
チェコ・モラヴィア共産党（KSCM) 41 18.5 17.8 11.42
キリスト教民主同盟-チェコスロヴァ
キア人民党（KDU-CSL)
21 （9.7） 9.2 11.92






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回答者数 社民党 市民民主党 連合 共産党
7000コルナ以下 73 13.4 7.0 8.3 17.7
7001－10000コルナ 81 18.3 7.4 10.4 16.0
10001－15000コルナ 255 18.1 13.3 12.1 13.0
15001－20000コルナ 249 16.2 18.9 12.7 8.3
20001－25000コルナ 194 19.7 13.0 11.4 2.4
25001コルナ以上 226 12.7 20.5 8.8 5.4














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民主スロヴァキア運動HZDS 36 19.5 15.4
スロヴァキア民主キリスト教連合SDKÚ 28 15.1 7.0
方向Smer 25 13.5 26.1
ハンガリー連合党MKP 20 11.2 10.7
キリスト教民主運動KDH 15 8.3 8.1
新市民同盟ANO 15 8.0 6.2
スロヴァキア共産党KSS 11 6.3 8.9
スロヴァキア国民党SNS 5.8
合計 150
出所：統計局ウェブサイトより筆者作成
(http：//volby.statistics.sk/volby2002/webdata/slov/tab/tab3.htm）
選挙制度：比例代表制、議席獲得最低得票率5％
Focus［http：//www.focus-research.sk］による2004年11月の世論調査。
188
立教法学 第68号（2005)
る
。⑴
新
市
民
連
盟
Ａ
Ｎ
Ｏ
最
も
リ
ベ
ラ
ル
指
向
の
政
党
は
新
市
民
連
盟
で
あ
り
、
民
営
テ
レ
ビ
局
の
共
同
経
営
者
パ
ヴ
ォ
ル
・
ル
ス
コ
が
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
に
向
け
て
新
た
に
設
立
し
た
党
で
あ
る
。〞
Ａ
Ｎ
Ｏ
は
新
市
民
連
盟
の
略
語
だ
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
で
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
意
味
も
持
つ
。
同
党
は
詳
細
か
つ
指
向
性
の
明
確
な
綱
領
を
持
っ
て
い
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.a
n
o
-a
lia
n
cia
.sk
/d
o
cu
m
en
ts /P
o
litick
y
p
ro
g
ra
m
.
d
o
c ；
h
ttp
：
//w
w
w
.a
n
o
-a
lia
n
cia
.sk
/d
o
cu
m
en
ts /ek
o
n
o
m
ick
y
p
ro
g
ra
m
.d
o
c
。
個
人
の
自
由
と
法
秩
序
に
重
点
を
置
き
、
中
道
志
向
の
リ
ベ
ラ
ル
政
党
を
任
じ
て
い
る
。
特
に
経
営
活
動
の
自
由
を
重
視
す
る
。
社
会
政
策
に
お
い
て
は
社
会
的
再
配
分
を
濫
用
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
人
が
自
分
の
人
生
に
責
任
を
持
ち
、
そ
れ
を
援
助
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
他
個
別
の
政
策
と
し
て
は
、
宗
教
に
つ
い
て
の
寛
容
、
女
性
の
解
放
、
国
家
の
影
響
力
の
制
限
、
高
品
位
の
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
主
義
、
税
金
と
社
会
保
障
費
負
担
の
切
り
下
げ
、
国
家
機
構
の
縮
小
、
地
方
分
権
を
掲
げ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
政
党
は
明
確
な
指
向
性
を
も
っ
た
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
、
カ
リ
ス
マ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
⑵
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ú
一
九
九
八
年
選
挙
時
に
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
に
対
抗
し
て
中
道
右
派
の
諸
勢
力
が
結
集
し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
連
合
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
の
中
道
右
派
勢
力
が
も
と
に
な
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
新
政
党
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
で
あ
る
。
民
主
党
（
Ｄ
Ｓ
）
や
民
主
連
合
（
Ｄ
Ú
）
な
ど
九
〇
年
代
に
活
躍
し
た
政
党
が
設
立
に
参
加
し
た
。
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
に
次
ぎ
第
二
党
と
な
り
、
中
道
右
派
政
権
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
連
合
党
と
）
の
中
心
政
党
と
な
り
、
市
場
重
視
の
社
会
、
経
済
改
革
を
進
め
て
い
る
。
同
党
は
詳
細
な
綱
領
を
備
え
て
い
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.sd
k
u
o
n
lin
e.sk
/p
ro
g
v
y
ch
.p
h
p
3
。
そ
の
中
で
同
党
は
キ
リ
ス
ト
教
民
189
民主化過程における政党のリンケージ戦略と政党システムの「固定化」(中田瑞穂)
主
主
義
と
同
時
に
現
代
的
保
守
主
義
、
リ
ベ
ラ
ル
の
政
党
で
あ
る
と
自
己
規
定
し
て
お
り
、
基
本
価
値
と
し
て
も
自
由
と
責
任
、
平
等
、
公
正
、
連
帯
を
あ
げ
、
右
か
ら
中
道
ま
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
幅
広
い
構
え
を
取
っ
て
い
る
。
財
政
の
衡
を
重
視
し
、
社
会
主
義
的
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
反
対
し
て
い
る
が
、
国
家
の
弱
者
保
護
や
、
中
間
層
の
支
援
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
外
交
面
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
支
持
の
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
は
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
リ
ベ
ラ
ル
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
ま
で
か
な
り
広
い
。
ま
た
チ
ェ
コ
の
市
民
民
主
党
と
比
べ
、
非
固
定
型
の
個
別
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
⑶
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
Ｋ
Ｄ
Ｈ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
は
一
九
九
〇
年
に
形
成
さ
れ
た
政
党
で
あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
政
治
運
動
、
政
党
が
一
九
世
紀
末
以
来
盛
ん
で
あ
り
、
戦
間
期
に
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
強
い
支
持
を
集
め
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
中
に
権
威
主
義
体
制
を
担
う
勢
力
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
社
会
主
義
体
制
下
で
は
表
立
っ
た
活
動
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
反
体
制
知
識
人
や
亡
命
知
識
人
の
運
動
を
通
じ
て
そ
の
流
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
の
選
挙
以
降
、
一
貫
し
て
議
席
を
維
持
し
て
い
る
政
党
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
同
党
の
み
で
あ
る
。
得
票
率
も
一
九
九
四
年
選
挙
で
一
〇
・
〇
八
％
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
連
合
に
加
わ
っ
た
一
九
九
八
年
選
挙
を
挟
ん
で
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
八
・
二
五
％
と
安
定
し
て
い
る
。
同
党
に
は
特
に
綱
領
は
な
く
、
党
規
約
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
伝
統
に
立
ち
、
保
守
的
な
民
主
主
義
政
党
で
あ
る
と
自
己
規
定
し
て
い
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.k
d
h
.sk
/sta
n
o
v
y
0.h
tm
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
同
党
の
歴
史
の
頁
で
は
、
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
は
社
会
的
市
場
経
済
を
と
り
、
レ
ー
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ー
ル
ム
や
ケ
ン
テ
シ
ム
ス
・
ア
ン
ノ
の
教
皇
回
勅
に
基
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
基
本
的
原
則
、
つ
ま
り
自
由slo
b
o
d
a
、
補
完
性su
b
sid
ia
rita
、
連
帯so
lid
a
rita
、
公
正sp
ra
v
o
d
liv
o
st’
の
四
190
立教法学 第68号（2005)
つ
の
Ｓ
を
基
礎
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
党
は
、
一
時
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
連
合
を
形
成
し
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
か
ら
三
名
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
か
ら
三
名
が
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
・
民
主
会
派
に
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
に
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
要
素
は
な
い
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
に
は
家
族
に
つ
い
て
の
綱
領
的
文
書
が
あ
り
、
家
族
を
重
視
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
政
策
を
媒
介
と
し
て
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
構
築
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
党
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
政
党
と
え
ら
れ
よ
う
。
⑷
方
向
」S
m
er
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
従
来
か
ら
中
道
左
派
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
民
主
左
翼
党
Ｓ
Ｄ
L’
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
党
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
の
後
継
政
党
で
あ
る
が
、
党
員
は
同
党
に
再
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
直
接
の
正
式
な
連
続
性
は
な
い
。
二
〇
万
人
の
党
員
の
う
ち
民
主
左
翼
党
に
再
登
録
し
た
の
は
一
万
一
千
人
程
度
で
あ
り
、
組
織
を
引
き
継
い
だ
割
合
は
低
か
っ
た
（h
ttp
：
//w
w
w
.
eu
ro
p
ea
n
fo
ru
m
.b
o
t
co
n
su
lt.se /cu
p
/slo
v
a
k
ia
/so
cd
em
.h
tm
。
方
向
」
は
、
一
九
六
四
年
生
ま
れ
の
若
い
政
治
家
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ィ
ツ
ォ
が
、
民
主
左
翼
党
Ｓ
Ｄ
L’
、
か
ら
離
脱
し
て
一
九
九
九
年
に
設
立
し
た
新
政
党
で
あ
る
。
同
党
は
初
め
て
国
政
選
挙
に
参
加
し
た
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
で
は
、
一
三
・
五
％
の
得
票
で
第
三
党
の
位
置
を
獲
得
し
た
。
選
挙
後
は
中
道
右
派
政
権
に
対
す
る
野
党
に
と
ど
ま
り
、
世
論
調
査
の
結
果
で
は
現
在
第
一
の
支
持
を
得
る
政
党
に
成
長
し
た
。
一
方
、
民
主
左
翼
党
は
五
％
の
敷
居
を
越
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
設
立
以
来
初
め
て
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
の
議
会
で
の
議
席
を
失
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
で
は
、
方
向
」
か
ら
二
名
、
民
主
左
翼
党
か
ら
一
名
が
社
民
会
派
に
参
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
第
二
回
大
会
で
「
第
三
の
道
」
と
題
す
る
綱
領
的
文
書
を
採
択
し
て
い
る
よ
う
に
、
方
向
」
は
、
イ
ギ
リ
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ス
の
労
働
党
や
、
ド
イ
ツ
の
社
民
党
と
同
様
の
、
第
三
の
道
」
を
標
榜
す
る
中
道
左
派
政
党
と
し
て
自
ら
を
位
置
付
け
、
社
会
的
市
場
経
済
、
社
会
的
社
会
の
モ
デ
ル
を
目
指
し
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
や
保
守
的
社
会
に
対
抗
す
る
と
し
て
い
る
。
秩
序
、
公
正
、
安
定
を
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
実
現
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
に
掲
げ
（h
ttp
：
//w
w
w
.stra
n
a
-sm
er.sk
/stra
n
a
/p
ro
fil /
、
経
済
政
策
で
は
、
経
済
成
長
を
重
視
す
る
一
方
で
、
中
小
規
模
経
営
の
尊
重
や
食
糧
自
給
を
目
指
し
農
業
を
再
生
す
る
な
ど
一
定
の
規
制
を
慮
し
て
い
る
。
同
党
の
特
徴
は
、
社
会
政
策
面
に
あ
り
、
貧
困
を
本
人
の
責
任
に
帰
す
え
方
を
廃
し
、
青
年
、
家
族
、
子
供
、
病
気
や
障
害
を
持
つ
人
、
年
金
生
活
者
と
の
連
帯
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
受
け
入
れ
や
す
い
社
会
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
失
業
手
当
を
受
け
取
る
条
件
と
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
一
定
期
間
働
く
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
ヤ
ミ
労
働
雇
用
者
へ
の
罰
則
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
的
給
付
に
秩
序
と
公
正
さ
を
導
入
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
主
権
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
伝
統
を
尊
重
し
、
国
家
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
よ
う
努
力
す
る
と
述
べ
る
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
と
っ
て
不
可
欠
に
重
要
だ
が
、
相
互
に
利
益
が
あ
り
、
平
等
と
国
民
主
権
の
原
則
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。方
向
」
の
綱
領
は
社
会
、
経
済
政
策
と
し
て
は
「
第
三
の
道
」
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
伝
統
や
主
権
を
一
定
程
度
擁
護
す
る
と
い
う
姿
勢
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
チ
ェ
コ
の
社
会
民
主
党
と
比
較
す
る
と
、
明
確
な
綱
領
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
目
指
す
点
で
一
致
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
ツ
ォ
の
カ
リ
ス
マ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
。
ま
た
個
別
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
点
で
も
異
な
る
。
⑸
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
Ｈ
Ｚ
Ｄ
Ｓ
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
は
、
党
首
で
あ
る
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
メ
チ
ア
ル
の
政
党
と
し
て
知
ら
れ
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
ほ
ぼ
連
続
し
て
政
権
の
中
心
に
あ
っ
た
。
法
律
家
出
身
の
メ
チ
ア
ル
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
魅
力
を
も
つ
有
能
な
政
治
家
と
し
て
根
強
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。
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同
党
へ
の
支
持
は
党
首
メ
チ
ア
ル
の
個
人
的
な
人
気
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
え
ら
れ
る
同
時
に
同
党
は
、
国
営
企
業
の
民
営
化
や
共
産
党
員
を
中
心
と
す
る
地
方
行
政
組
織
の
転
換
の
過
程
に
お
い
て
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、
利
益
を
媒
介
と
す
る
パ
ト
ロ
ン＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
網
の
基
盤
を
構
築
し
た
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
北
西
部
な
ど
、
市
場
経
済
化
の
メ
リ
ッ
ト
の
及
び
に
く
い
地
域
で
特
に
強
固
で
あ
る
（
林
二
〇
〇
二
ｂ
、
九
四
九
五
頁；
H
a
u
g
h
to
n
2001
。
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
の
綱
領
は
非
常
に
簡
潔
な
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
の
柱
、
国
民
・
市
民
の
柱
、
社
会
保
障
の
柱
の
三
つ
を
基
本
と
し
、
個
別
に
は
、
若
年
層
の
失
業
問
題
、
教
皇
回
勅
「
ケ
ン
テ
シ
ム
ズ
・
ア
ヌ
ス
（
新
し
い
課
題
教
会
と
社
会
の
百
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
に
沿
っ
た
社
会
政
策
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
自
治
体
の
発
展
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.h
zd
s.sk
/d
o
k
u
m
en
ty
/p
ro
g
ra
m
/
。
愛
国
心
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
寛
容
さ
、
個
人
の
責
任
と
弱
者
へ
の
政
府
の
責
任
や
社
会
的
市
場
経
済
の
主
張
と
い
う
よ
う
に
、
総
花
的
主
張
が
多
く
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
位
置
付
け
は
困
難
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
で
も
同
党
出
身
の
議
員
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
自
衛
」
出
身
議
員
と
共
に
ど
の
会
派
に
も
属
し
て
い
な
い
。以
上
の
よ
う
に
、
同
党
は
綱
領
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
目
指
さ
ず
、
カ
リ
ス
マ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
、
ク
ラ
ン
型
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
広
い
支
持
を
得
て
い
る
。
⑹
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
Ｋ
Ｓ
Ｓ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
は
、
民
主
左
翼
党
の
社
民
路
線
に
不
満
を
持
っ
た
旧
共
産
党
員
が
一
九
九
二
年
に
設
立
し
た
政
党
で
、
二
〇
〇
三
年
一
月
の
段
階
で
二
万
二
三
五
一
名
の
党
員
と
一
二
六
一
の
基
礎
組
織
、
七
四
の
地
域
組
織
、
八
つ
の
州
組
織
を
持
つ
（h
ttp
：
//k
ss.ja
so
.sk
/in
d
ex
.p
h
p
?z
=
117
。
同
党
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
第
四
回
党
大
会
で
「
多
数
派
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
題
す
る
綱
領
を
採
択
し
た
（h
ttp
：
//k
ss.ja
so
.sk
/in
d
ex
.p
h
p
?z
=
3
。
そ
の
中
で
、
資
本
主
義
体
制
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
社
会
主
義
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
長
期
目
標
と
し
て
い
る
。
社
会
的
公
正
の
実
現
、
人
権
の
擁
護
に
加
え
、
具
体
193
民主化過程における政党のリンケージ戦略と政党システムの「固定化」(中田瑞穂)
的
目
標
と
し
て
、
資
源
や
独
占
的
企
業
・
金
融
機
構
の
国
有
化
、
小
中
経
営
の
保
護
、
失
業
を
な
く
し
、
労
働
の
権
利
を
保
障
す
る
、
教
育
の
無
料
化
、
年
金
生
活
者
に
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
保
障
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
に
関
し
て
は
全
て
の
市
民
の
平
等
を
実
現
す
る
中
で
解
決
を
図
る
こ
と
を
訴
え
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
部
分
的
軍
事
同
盟
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
に
は
反
対
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
同
党
の
場
合
、
綱
領
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
加
え
、
非
固
定
型
の
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
戦
略
が
支
持
獲
得
に
効
果
が
あ
っ
た
と
え
ら
れ
る
。
⑺
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
党
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
党
の
綱
領
に
よ
れ
ば
、
同
党
は
法
治
国
家
、
愛
国
、
家
族
、
秩
序
、
伝
統
に
価
値
を
置
く
保
守
主
義
の
政
党
で
あ
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.sn
s.sk
/sn
s
sk
/p
ro
g
ra
m
.p
h
p
。
国
民
党
は
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
護
、
新
生
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
家
へ
の
敬
意
を
支
え
て
い
く
こ
と
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
、
国
家
に
よ
る
市
民
の
社
会
安
定
の
保
障
と
社
会
的
市
場
経
済
を
原
則
に
掲
げ
て
い
る
。
個
別
に
は
、
失
業
率
を
下
げ
る
こ
と
、
若
い
世
代
の
家
族
の
支
援
、
家
族
や
町
や
村
、
伝
統
的
地
域
や
社
会
国
家
へ
の
信
頼
を
再
生
す
る
こ
と
、
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
は
主
権
を
維
持
し
、
同
等
の
権
利
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
同
党
の
綱
領
的
立
場
は
明
確
で
あ
り
、
強
い
リ
ン
ケ
ー
ジ
形
成
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
社
会
的
弱
者
へ
の
非
固
定
型
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
強
調
が
同
党
の
戦
略
で
あ
ろ
う
。
⑻
ハ
ン
ガ
リ
ー
連
合
党
Ｍ
Ｋ
Ｐ
ハ
ン
ガ
リ
ー
連
合
党
は
、
一
九
九
八
年
選
挙
に
向
け
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
、
共
存
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
党
の
三
つ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
政
治
組
織
が
連
合
し
て
形
成
さ
れ
た
。
以
来
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
人
口
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
一
〇
％
強
の
支
持
を
安
定
し
て
集
め
て
い
る
。
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五
二
一
の
地
方
組
織
を
も
ち
、
二
〇
〇
三
年
三
月
末
の
時
点
で
党
員
数
は
一
万
九
八
三
名
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
の
得
票
に
占
め
る
党
員
の
割
合
は
、
三
・
四
二
％
で
あ
る
（h
ttp
：
//w
w
w
.m
k
p
.sk
/in
d
ex
.p
h
p
?t
=
a
&
p
=&
x
p
=&
M
Id
=
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L
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1
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d
1
=&
M
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=
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P
=
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d
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,en
,&
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d
1
=
3
。
党
員
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
指
向
性
に
応
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
保
守
の
人
民
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
市
民
リ
ベ
ラ
ル
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
党
内
に
設
立
し
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
組
織
に
関
し
て
は
、
同
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
民
党E
u
ro
p
ea
n
P
eo
p
le’s
P
a
rty
（
二
〇
〇
四
年
五
月
よ
り
正
規
メ
ン
バ
ー
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
連
合E
u
ro
p
ea
n
D
em
o
cra
t
U
n
io
n
（
二
〇
〇
一
年
一
月
よ
り
正
規
メ
ン
バ
ー
）
の
双
方
に
属
す
ほ
か
、
ド
イ
ツ
の
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
連
合
同
盟F
ed
era
l
U
n
io
n
o
f
E
u
ro
p
ea
n
N
a
tio
n
a
lities
（F
U
E
N
）
で
も
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
し
て
い
る
。
同
党
は
綱
領
は
持
た
ず
、
党
規
約
の
中
で
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
利
益
を
代
表
し
、
法
的
な
立
場
を
強
化
し
、
社
会
に
お
け
る
平
等
な
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
女
性
や
ロ
マ
な
ど
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
問
題
に
も
関
心
を
示
し
て
い
る
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こ
れ
を
反
映
し
、
現
在
の
与
党
で
あ
る
内
閣
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
担
当
副
首
相
、
建
設
地
域
発
展
相
、
環
境
相
、
農
業
相
の
四
つ
の
大
臣
ポ
ス
ト
を
得
て
い
る
。
一
方
で
、
経
済
問
題
に
関
し
て
は
特
に
目
立
っ
た
姿
勢
は
示
し
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
参
加
、
西
側
と
の
接
近
を
重
要
な
目
標
に
掲
げ
、
自
ら
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
内
で
最
も
西
側
指
向
の
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
任
じ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
同
党
は
社
会
集
団
型
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
形
成
、
維
持
に
的
を
絞
っ
た
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
を
と
り
、
成
果
を
収
め
て
い
る
。
具
体
的
な
成
果
は
不
明
だ
が
、
社
会
的
少
数
派
の
人
権
と
い
う
立
場
か
ら
、
ロ
マ
や
女
性
の
問
題
に
も
手
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
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チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
政
党
｜
選
挙
民
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
特
徴
以
上
の
よ
う
に
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
各
政
党
と
選
挙
民
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
、
各
政
党
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
を
中
心
に
個
別
に
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
結
果
、
東
中
欧
諸
国
に
お
け
る
政
党
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
チ
ェ
コ
の
市
民
民
主
党
は
、
普
遍
的
な
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
核
と
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
も
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
九
〇
年
代
の
民
営
化
期
に
与
党
で
あ
っ
た
こ
と
を
利
用
し
て
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
構
築
し
、
か
つ
初
代
党
首
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ク
ラ
ウ
ス
を
通
じ
た
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
も
っ
て
い
た
こ
と
で
、
強
力
な
政
党
と
成
り
得
た
。
社
民
党
も
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
も
つ
が
、
市
民
民
主
党
に
較
べ
る
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
凝
集
性
は
緩
や
か
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
強
調
せ
ず
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
加
え
る
も
の
と
し
て
は
、
政
党
の
顔
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
頼
っ
て
い
る
。
自
由
連
合
の
場
合
は
、
市
民
民
主
党
と
重
な
る
た
め
イ
ン
パ
ク
ト
に
乏
し
い
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
補
う
形
で
、
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
共
産
党
は
、
普
遍
主
義
的
な
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
加
え
、
個
別
的
な
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
と
え
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
連
合
は
、
対
象
と
す
る
社
会
集
団
が
明
確
で
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
核
と
し
、
そ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
、
緩
や
か
な
普
遍
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
、
個
別
的
な
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
チ
ェ
コ
で
は
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
心
と
す
る
政
党
が
右
か
ら
左
ま
で
順
に
並
ん
で
い
る
。
加
え
て
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
、
共
産
党
で
は
緩
や
か
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
、
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
お
り
、
市
民
民
主
党
に
も
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
要
素
が
み
ら
れ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
の
よ
う
に
綱
領
の
明
確
で
は
な
い
政
党
の
ほ
う
が
長
期
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的
に
持
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く
政
党
で
、
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
の
場
合
、
こ
れ
と
共
に
メ
チ
ア
ル
の
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
連
合
政
党
も
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
紐
帯
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
た
社
会
集
団
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。一
方
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く
政
党
は
、
新
市
民
連
合
や
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
、
方
向
の
よ
う
に
比
較
的
普
遍
的
な
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
基
礎
と
す
る
政
党
も
、
共
産
党
の
よ
う
に
、
か
な
り
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
心
と
す
る
政
党
も
、
類
似
の
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
政
党
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
現
れ
て
い
る
。
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
加
え
て
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
そ
れ
が
消
費
さ
れ
尽
く
す
と
、
同
様
の
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
別
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
新
た
に
政
党
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
政
治
家
個
人
の
関
係
が
政
党
の
構
成
に
反
映
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の
と
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
比
し
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
別
の
政
党
に
し
た
ほ
う
が
、
新
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
の
が
理
由
で
は
な
い
か
と
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
、
民
主
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
運
動
と
方
向
の
よ
う
に
、
類
似
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
志
向
性
を
も
つ
政
党
が
一
方
は
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
、
も
う
一
方
は
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
重
点
を
置
き
、
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
政
党
配
置
で
は
次
に
、
こ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
構
造
が
政
党
配
置
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
を
え
て
い
き
た
い
。
選
挙
民
囲
い
込
み
の
弱
さ
政
党
配
置
に
お
け
る
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
的
要
素
の
側
面
、
つ
ま
り
、
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
構
造
を
反
映
し
、
部
分
的
な
利
害
を
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共
通
し
て
持
つ
選
挙
民
を
政
党
が
囲
い
込
み
、
並
列
す
る
要
素
は
、
社
会
集
団
型
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
チ
ェ
コ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
や
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
が
こ
れ
ら
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
維
持
で
き
る
の
は
、
戦
間
期
に
見
ら
れ
た
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
が
残
存
し
て
い
る
か
ら
と
え
ら
れ
る
。し
か
し
西
欧
に
お
い
て
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
が
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
凍
結
」
に
よ
り
第
二
次
大
戦
後
も
か
え
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
の
と
異
な
り
、
東
中
欧
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
「
凍
結
」
は
な
か
っ
た
。
戦
後
の
社
会
主
義
体
制
の
成
立
に
よ
り
大
き
な
社
会
変
動
が
生
じ
、
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
に
も
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
戦
後
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
農
業
の
集
団
化
に
よ
る
個
人
農
層
の
消
滅
は
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
都
市
｜
農
村
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
が
農
業
政
党
と
し
て
は
表
出
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
の
原
因
と
え
ら
れ
る
。
一
方
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
農
業
の
集
団
化
が
断
念
さ
れ
個
人
農
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
、
都
市
｜
農
村
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
の
持
続
に
も
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ェ
コ
の
人
民
党
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
農
民
党
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
体
制
下
に
も
共
産
党
と
共
に
国
民
戦
線
を
つ
く
る
衛
星
政
党
と
し
て
政
党
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
、
組
織
化
さ
れ
た
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
の
維
持
に
役
立
っ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
体
制
の
性
格
の
相
違
は
、
現
在
の
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
構
造
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
政
党
、
宗
派
政
党
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
政
党
は
小
規
模
な
が
ら
連
合
の
マ
イ
ナ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
と
し
て
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
チ
ェ
コ
や
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
連
合
党
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
農
民
政
党
で
6
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
共
産
党
も
、
階
級
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
が
社
会
主
義
期
の
拡
大
や
そ
の
後
の
離
反
、
一
九
八
九
年
以
降
の
民
主
化
を
超
え
て
残
存
し
て
い
る
事
例
と
み
な
す
と
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
側
面
も
あ
る
。
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し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
的
要
素
は
、
東
中
欧
諸
国
に
お
い
て
は
限
定
的
に
の
み
観
察
さ
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
社
会
主
義
経
済
の
市
場
経
済
化
と
い
う
大
き
な
社
会
・
経
済
変
動
に
対
応
し
て
、
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
が
そ
の
敗
者
と
勝
者
の
間
に
生
じ
る
可
能
性
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
数
の
絶
対
的
な
勝
者
と
敗
者
の
間
に
存
在
す
る
多
数
の
人
々
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
人
々
の
利
害
や
関
心
が
多
様
化
す
る
中
で
、
個
々
人
の
立
場
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
様
々
に
解
釈
さ
れ
う
る
。
ま
た
、
景
気
の
わ
ず
か
な
動
き
な
ど
に
も
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
経
済
的
対
立
軸
と
い
っ
て
も
、
階
級
的
対
立
と
は
そ
の
点
で
異
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
は
成
立
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
政
党
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
こ
そ
、
社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
は
政
党
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
が
、
上
に
見
た
よ
う
に
現
在
大
部
分
の
東
中
欧
諸
国
の
政
党
は
組
織
化
に
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
綱
領
に
基
づ
く
政
党
間
競
合
と
流
動
性
の
高
さ
で
は
、
政
策
空
間
的
要
素
、
つ
ま
り
、
一
次
元
の
線
な
い
し
二
次
元
の
面
上
で
連
続
す
る
政
治
的
選
好
を
持
っ
た
選
挙
民
を
各
党
が
競
合
し
て
奪
い
合
う
要
素
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
チ
ェ
コ
で
は
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
心
と
す
る
政
党
が
右
か
ら
左
ま
で
並
ん
で
お
り
、
政
党
配
列
で
は
こ
ち
ら
の
要
素
が
強
く
表
れ
て
い
る
と
え
ら
れ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
も
こ
れ
は
一
定
程
度
当
て
は
ま
る
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
、
国
家
と
市
場
の
役
割
を
め
ぐ
る
立
場
の
違
い
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
続
的
な
政
治
的
選
好
の
軸
と
し
て
表
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
過
程
で
、
各
国
の
経
済
的
選
択
肢
は
狭
ま
り
、
そ
の
狭
い
幅
の
な
か
で
主
要
政
党
が
競
合
し
て
い
る
。
綱
領
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
、
選
挙
の
際
の
経
済
、
政
治
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
大
き
な
差
が
出
て
く
る
。
状
況
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
で
あ
れ
ば
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
重
心
の
あ
る
政
党
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
要
素
を
慮
し
な
い
で
す
む
分
、
支
持
を
伸
ば
し
や
す
い
が
、
逆
に
向
か
い
風
に
は
弱
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
政
党
が
実
際
に
実
現
す
る
政
策
の
違
い
は
、
一
義
的
に
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
世
界
市
場
の
中
で
そ
の
国
の
直
面
す
る
課
題
と
、
選
挙
民
の
不
満
の
吸
収
と
い
う
二
つ
の
要
請
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へ
の
対
応
か
ら
生
ま
れ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
で
み
ら
れ
た
社
民
政
党
に
よ
る
市
場
経
済
化
の
促
進
と
い
う
ね
じ
れ
や
、
政
権
党
を
罰
す
る
政
権
交
代
の
常
態
化
は
、
こ
の
よ
う
に
中
東
欧
の
政
党
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
特
質
と
い
う
観
点
か
ら
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
経
済
の
軸
に
交
差
す
る
リ
バ
ー
タ
リ
ア
ン
｜
権
威
主
義
的
の
軸
も
、
同
様
に
連
続
的
な
政
治
的
選
好
の
軸
と
し
て
え
ら
れ
、
経
済
的
選
択
肢
の
幅
の
狭
さ
か
ら
、
政
党
間
競
合
上
の
差
異
化
の
選
択
肢
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
軸
に
関
わ
る
具
体
的
争
点
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
伝
統
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
や
農
村
、
反
Ｅ
Ｕ
な
ど
が
こ
れ
に
結
び
付
け
ら
7
れ
る
。
チ
ェ
コ
で
は
こ
の
軸
上
の
差
異
は
少
な
い
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
こ
の
軸
も
重
要
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、
綱
領
上
で
一
定
の
差
異
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
、
囲
い
込
み
の
要
素
が
弱
い
と
い
う
特
質
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
か
。
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
要
素
が
弱
く
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
基
盤
を
置
く
政
党
が
並
列
す
る
政
党
配
置
は
、
政
党
行
動
の
次
元
で
は
、
政
策
的
位
置
取
り
の
変
更
や
、
政
策
的
ニ
ッ
チ
へ
の
新
政
党
の
参
入
が
頻
繁
に
生
じ
る
、
と
い
う
現
象
と
な
っ
て
現
れ
る
。
逆
に
選
挙
民
の
行
動
の
次
元
で
は
、
局
面
ご
と
に
自
分
の
政
策
選
好
で
支
持
政
党
を
容
易
に
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
が
高
い
変
易
性
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
も
う
一
つ
慮
す
べ
き
要
因
と
し
て
は
、
非
固
定
的
な
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
用
い
る
政
党
の
存
在
が
、
政
党
配
置
に
与
え
る
影
響
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
部
分
的
利
害
へ
の
直
接
的
な
訴
え
か
け
と
い
う
点
で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
や
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
も
近
い
が
、
そ
の
部
分
的
利
害
が
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
非
固
定
的
な
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
は
恒
常
的
な
も
の
も
想
定
し
う
る
が
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
も
の
や
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
も
の
は
、
突
然
に
強
い
支
持
を
集
め
た
り
逆
に
支
持
を
失
っ
た
り
と
、
政
党
配
置
の
な
か
で
変
化
の
大
き
い
要
因
に
な
る
こ
と
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
事
例
か
ら
推
察
で
き
る
。
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政
党
シ
ス
テ
ム
分
析
か
ら
見
た
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
比
較
最
後
に
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
比
較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま
と
め
た
い
。
チ
ェ
コ
の
政
党
配
置
で
は
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
心
と
す
る
政
党
が
右
か
ら
左
ま
で
隙
間
な
く
並
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
市
民
民
主
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
、
共
産
党
が
そ
れ
ぞ
れ
右
翼
、
中
道
、
左
翼
で
弱
い
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
も
持
ち
そ
れ
が
錨
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
全
体
的
な
政
党
配
置
は
相
対
的
に
は
安
定
し
て
い
る
一
方
で
（
東
欧
諸
国
の
中
で
の
特
徴
、
そ
の
錨
と
錨
の
間
の
支
持
は
か
な
り
動
き
や
す
い
傾
向
に
あ
る
（
理
念
型
的
な
西
欧
の
政
党
政
治
と
の
対
比
。
そ
れ
に
対
し
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
主
体
の
政
党
と
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
主
体
の
政
党
が
分
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
主
体
の
政
党
は
二
次
元
に
広
が
る
政
治
的
選
好
の
空
間
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
錨
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
隙
間
に
新
政
党
の
登
場
の
余
地
が
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
た
め
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
や
非
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
利
用
可
能
性
も
チ
ェ
コ
に
比
べ
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
チ
ェ
コ
に
比
べ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
政
党
政
治
の
流
動
性
の
高
さ
を
も
た
ら
す
一
因
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
の
後
半
で
は
、
東
中
欧
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
現
状
を
参
照
し
つ
つ
、
政
党
｜
有
権
者
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
政
党
配
置
類
型
を
抽
出
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
政
党
シ
ス
テ
ム
が
、
東
中
欧
諸
国
に
お
い
て
は
独
自
な
パ
タ
ー
ン
で
制
度
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
様
子
を
示
し
て
き
た
。
具
体
的
に
検
討
し
た
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
中
心
と
す
る
政
党
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
政
党
配
置
の
流
動
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
時
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
要
素
の
加
わ
り
方
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に
よ
っ
て
、
そ
の
流
動
性
に
も
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
①
複
数
政
党
シ
ス
テ
ム
の
断
絶
の
た
め
に
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
の
組
織
化
さ
れ
た
表
現
が
凍
結
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
要
因
と
、
②
九
〇
年
代
以
降
の
状
況
を
反
映
し
て
、
経
済
的
対
立
に
関
し
て
は
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
組
み
合
わ
せ
う
る
よ
う
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
新
た
に
は
作
り
だ
せ
な
い
と
い
う
選
挙
レ
ジ
ー
ム
形
成
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
要
因
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
、
普
遍
的
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
非
固
定
型
の
個
別
的
政
策
リ
ン
ケ
ー
ジ
や
カ
リ
ス
マ
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
が
た
て
ば
十
分
に
政
党
シ
ス
テ
ム
が
「
固
定
化
」
し
、
変
易
性
が
下
が
る
と
え
る
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
制
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
利
用
し
た
枠
組
み
は
、
お
そ
ら
く
、
既
存
民
主
制
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
比
較
や
こ
れ
ら
が
現
在
こ
う
む
っ
て
い
る
変
化
を
分
析
す
る
と
き
に
も
、
利
用
可
能
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
両
方
を
含
ん
で
い
た
綱
領
組
織
政
党
に
お
い
て
、
二
つ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
両
立
が
困
難
に
な
り
、
綱
領
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
中
の
組
織
の
要
素
が
減
少
し
、
カ
リ
ス
マ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
部
分
的
利
用
が
拡
大
す
る
と
い
う
変
化
が
生
じ
る
一
方
で
、
ど
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
も
組
織
の
要
素
は
慣
性
の
力
で
持
続
し
て
い
る
と
も
観
察
で
き
る
。
政
党
配
置
に
関
し
て
は
政
策
空
間
的
要
素
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
的
要
素
、
つ
ま
り
社
会
集
団
を
囲
い
込
み
並
列
す
る
要
素
も
持
続
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
結
果
的
に
は
、
東
中
欧
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
の
変
化
の
方
向
を
先
取
り
し
て
い
る
側
面
も
あ
り
、
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
は
政
党
組
織
の
枷
を
は
め
ら
れ
て
対
応
能
力
に
限
界
の
あ
る
西
欧
の
大
衆
政
党
に
対
し
、
東
中
欧
諸
国
は
「
後
進
性
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
テ
ー
ジ
」
を
享
受
し
て
い
る
と
す
ら
述
べ
て
い
る
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
中
欧
諸
国
で
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
る
と
は
え
ら
れ
8
な
い
。
さ
ら
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
一
括
り
に
せ
ず
、
そ
の
中
で
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
え
る
、
ま
た
東
側
に
関
し
て
も
東
中
欧
諸
国
だ
け
で
は
な
く
旧
ソ
連
諸
国
や
バ
ル
カ
ン
諸
国
を
加
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
収
斂
と
多
様
性
の
両
側
面
が
観
察
さ
れ
よ
う
。
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シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
的
な
固
定
化
概
念
を
と
る
場
合
、
何
を
以
っ
て
総
体
と
し
て
の
民
主
制
の
固
定
化
と
す
る
か
は
余
り
に
複
雑
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
な
ま
ま
と
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
試
み
た
よ
う
に
、
部
分
レ
ジ
ー
ム
の
「
固
定
化
」
分
析
を
通
じ
て
、
複
数
形
で
語
ら
れ
る
べ
き
民
主
制
の
制
度
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
理
解
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
1
例
え
ばZ
ielo
n
k
a
a
n
d
P
ra
v
d
a
（2001
,
P
refa
ce.
2
政
治
的
態
度
の
浸
透
と
い
う
意
味
で
は
、co
n
so
lid
a
tio
n
の
訳
語
と
し
て
定
着
と
い
う
言
葉
も
適
切
だ
が
、
本
稿
で
は
制
度
化
、
構
造
化
と
い
う
意
味
で
使
う
の
で
、
固
定
化
」
と
い
う
訳
語
の
ほ
う
を
用
い
る
。
民
主
主
義
の
定
着d
em
o
cra
tic
co
n
so
lid
a
tio
n
か
民
主
制
の
定
着co
n
so
lid
a
tio
n
o
f
d
em
o
cra
cy
か
も
意
味
合
い
は
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
3
以
下
引
用
ペ
ー
ジ
数
は
、D
ia
m
o
n
d
,
a
n
d
P
la
ttn
er.,
2001
.
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。
4
二
〇
〇
二
年
度
の
日
本
比
較
政
治
学
会
大
会
で
「
擬
似
権
威
主
義
体
制
」
の
パ
ネ
ル
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
5
こ
の
点
に
関
し
て
は
本
論
の
原
型
と
な
っ
た
比
較
政
治
学
会
二
〇
〇
四
年
度
大
会
で
の
報
告
後
、
林
忠
行
氏
か
ら
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
6
但
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
政
党
は
一
九
九
八
年
、
農
民
政
党
は
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
で
議
席
を
喪
失
し
た
。
7
平
田
（
二
〇
〇
一
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
環
境
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
脱
物
質
的
価
値
観
が
争
点
化
し
て
い
な
い
の
は
東
中
欧
諸
国
の
特
徴
で
あ
る
。
8
津
田
（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
極
右
政
党
の
成
長
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
政
党
が
国
家
の
資
源
を
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
構
造
を
通
じ
て
分
配
す
る
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
社
会
の
閉
塞
感
を
察
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
極
右
政
党
の
問
題
も
こ
の
文
脈
の
中
で
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
＊
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
度
比
較
政
治
学
会
の
「
民
主
主
義
体
制
の
『
定
着
』
再
」
パ
ネ
ル
で
の
報
告
を
原
型
と
す
る
。
報
告
時
に
は
大
串
和
雄
氏
、
間
寧
氏
、
粕
谷
祐
子
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
ま
た
草
稿
の
各
段
階
で
、
平
田
武
氏
、
中
山
洋
平
氏
、
査
読
者
の
方
々
か
ら
も
重
要
な
示
唆
を
受
け
た
。
各
氏
に
感
謝
し
た
い
。
＜
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